
※令和３年度以前入学生用

学校番号 T3009

教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

令和5年度　工業科

観
点
の
趣
旨

建築構造設計に関す
る基礎的・基本的な知
識と技術を身につけ、
建築物の安全性につ
いて現代社会におけ
るその意義や役割を
理解している。

建築構造設計に関す
る基礎的・基本的な知
識と技術およびその
手順を身につけ、その
技術を活用し建築物
の安全性に対して合
理的に考えることがで
きる。

建築物全体の安全性
に関して思考を深め、
構造設計に関する基
礎的・基本的な知識と
技術を基に、技術者と
して適切に判断・表現
する創造的な能力を
身につけている。

建築物の安全性に関
して関心を持ち、その
基礎的・基本的な知識
と技術の習得に対して
主体的に取り組むとと
もに、技術者として多
用な構造設計に挑む
実践的な態度を身に
つけようとしている。

評
価
方
法

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

学習状況の観察
ワークシートの記述
観察記録表
考査
レポート等

多用な構造設計に対応でき、問題解決能力を持つ建築技術者の育成をめざす。
安全で合理的な建築物をつくるのに必要な基礎的な知識と技術を習得させる。
許容応力度等の計算に関する知識と技術を習得させ、資格試験にも対応できる知識と能力を身につけさせる。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

建築構造設計

　建築物の中では、人々が生活していたり様々な活動を行っています。その建築物が倒壊しないように、建
築物にかかる力について学習しましょう。建築物は、それにかかる力に対して、倒れないように力を受け止
めたり外に流したりしています。なぜ、建築物は倒れないのか、そこから動かないのか、一緒に考えていき
ましょう。

建築構造設計　（実教出版）

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）



※令和３年度以前入学生用

a b c d

力の合成
力の分解
力の釣り合い

支点と節点

荷重および外力

反力 ○

反力の求め方 ○ ○ ○

片持梁系ラーメン ○ ○

単純梁系ラーメン ○ ○

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準

2

1

12

11

評価方法

○

○

10

9

7

6

5

4

a:建築物に働くさまざまな力の取り扱
い方や建築物の安全性および合理的
な構造設計について関心を持ち、主
体的に探究しようとしている。

○建築物に働く力

建
築
物
に

働
く
力

ａ：力の基本的な事柄や性質
に関心を持ち、力の働きにつ
いて主体的に考察しようとして
いる。

力
の

基
本

a：学習状況の観察

a：観察記録表

b：ワークシートの記述

c：レポート・ノート

d：考査

構
造
物
と
荷
重

お
よ
び
外
力

ａ：構造物と荷重および外力に
関心を持ち、実際の構造物の
支点および節点と力学的な扱
いについて主体的に考察しよ
うとしている。

反
力

a:構造物を支える支点と反力に関
心を持ち、その支点と反力の関係
を主体的に考察しようとしている。

ｂ：構造物に働くと荷重と支点に生
じる反力の関係を考察し、力の釣
合条件から合理的に判断・表現す
ることができる。

ｄ：構造物の働く力と支点に生じる
力の釣合い関係を理解している。
力の釣合条件から反力を求める
知識を身につけている。

構造物の安定・不
安定
構造物の静定・不
静定

○

○

ａ：構造物の安定・静定に関心
を持ち、その判定方法につい
て主体的に考察しようとしてい
る。

安
定
・

静
定

静
定
ラ
ー
メ
ン

ａ：静定ラーメンに関心を持ち、片
持梁系ラーメン、単純梁系ラーメ
ンの解法について主体的に取り
組み理解しようとしている。

ｃ：梁の解法で使用した知識を活
用し、ラーメンの部材に生じる力を
求めることができ、その結果を図
で表すことができる。

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている

3


